
はじめに 

「もう、あんな恋愛はしたくない」 

——そう思ったことが、あなたにもあるのではないでしょうか。 

好きだからこそ、なんでも受け入れようと頑張ってしまう。 

相手の気分に振り回されて、言いたいことも飲み込んでしまう。 

ふと気づけば、自分のほうが消耗して、傷ついて、 

「これ、恋愛って言えるのかな」と虚しさだけが残っている——。 

あなたが過去に経験した、そんな“疲れる恋愛”。 

それは、あなたに魅力がなかったからではありません。 

むしろ、優しさや誠実さがあるからこそ、 

相手の感情を背負いすぎてしまったのだと思います。 

でも、もう無理をする必要はありません。 

恋愛は、頑張りすぎるものではなく、 

「安心できる人と一緒にいる時間」を重ねていくものです。 

このテンプレート集は、 

そんな“安心と信頼でつながる恋愛”をつくっていくための会話例を、 

できるだけシンプルに、具体的にまとめたものです。 

恋愛において「会話が苦手」と感じてしまうのは、 

うまく話そうとしすぎてしまうから。 

本当に大切なのは、「正しく話すこと」よりも、 

「安心を与える話し方」「信頼を積み重ねる言葉の選び方」です。 

ここにあるテンプレートを使えば、 

無理をせず、相手にも自分にも誠実でいられる会話ができます。 

もう、相手の顔色をうかがったり、言い返されるのが怖くて 

沈黙するような恋愛からは、卒業しましょう。 

次の恋愛は、あなたが“心から信頼できる人”と、 

肩の力を抜いて話せる関係でありますように。 

このテンプレート集が、あなたの新しい一歩の助けになれば幸いです。 



第 1章 

疲れない恋愛を築く“会話の基本原則”とは？ 

恋愛がうまくいかなくなる原因の多くは、実は「会話のズレ」にあります。 

相手と衝突してしまうのも、疲れてしまうのも、ほとんどが“話し方”や“受け取り方”の

問題なのです。 

恋愛経験が豊富かどうかではなく、安心感のある会話ができるかどうか。 

そこが、信頼できる関係を築けるかどうかの分かれ道になります。 

この章では、疲れない恋愛をするために必要な「3 つの基本原則」を紹介します。 

どれも難しいテクニックではなく、明日からすぐに実践できるものばかりです。 

 

原則①：「話す」よりも「聞く」が 7 割 

恋愛中の会話でつい意識してしまうのが、「何を話そう？」ということ。 

でも実は、相手に安心感を与える人ほど、自分が話す量は少なめです。 

ポイントは、「共感的に聞くこと」。 

たとえば、相手が「今日は仕事で疲れた」と言ってきたとき、 

すぐに「おつかれ！俺も忙しかったよ」と返してしまうと、 

会話の主導権がすり替わってしまいます。 

そうではなく、「そっか、どんなことがあったの？」と関心を向ける。 

その一言が、相手の心を開く鍵になります。 

 

原則②：「正しさ」で返さず、「共感」で受け取る 

相手が感情的な発言をしてきたとき、つい「いや、それは違うよ」と 

論理的に説明したくなること、ありませんか？ 

でも、恋愛では「正しいかどうか」よりも「わかってくれるかどうか」が重要です。 

たとえば、相手が「最近ちょっと寂しい」と言ったとき、 

「そんなに LINE してるじゃん」と返すのは NG。 



それよりも、「そっか、そう感じさせちゃってたんだね。ごめん」と 

まずは気持ちに寄り添ってみる。 

事実を修正するのは、そのあとでいい。 

共感→事実確認の順番を守るだけで、ケンカの 9割は防げます。 

 

原則③：「感情のボール」は無理に受け取らなくていい 

時には、相手があなたに強い感情をぶつけてくることもあるかもしれません。 

でも、それをすべて真に受ける必要はありません。 

たとえば、 

「なんで分かってくれないの？」 

「もういい、話したくない」 

こうした投げやりな言葉には、あなた自身を責めるようなエネルギーが含まれていま

す。 

でも、相手の不安や混乱まで“自分の責任”として背負う必要はないのです。 

「それはあなたの感情。僕は今、冷静に話したい」 

という態度を持つだけでも、心はぐっと軽くなります。 

 

おわりに 

疲れる恋愛には、必ず「無理な会話」があります。 

でも、逆に言えば、会話の姿勢を変えるだけで 

恋愛はもっと穏やかで、安心できるものに変わるのです。 

次章からは、実際のシチュエーション別に、 

“もう疲れない”ための会話テンプレートをお届けしていきます。 

 

 

 

 

 



第 2章 

こんな場面で使える！“心がラクになる会話テンプレート”集 

「何を言えば、相手が落ち着いてくれるんだろう」 

「どう返せば、ケンカにならずに済むんだろう」 

そんなふうに考えすぎて、会話が重くなることはありませんか？ 

ここでは、田中さんのように「もう疲れる恋愛はしたくない」と感じている人のために、 

よくある恋愛シーンで使える“心がラクになる会話テンプレート”を紹介します。 

すぐに使える実例とセットで解説していきますので、自分の言葉として自然に落とし込

んでみてください。 

 

■テンプレート①：「感情的な相手」に冷静さを保って返す 

シーン例：彼女が急に怒り出し、「なんでそういう言い方しかできないの!?」と責めてき

たとき 

NG 例：「いや、そんなつもりじゃなかったって」 

→反論になり、火に油を注ぐことに 

OK テンプレート： 

「ちょっと感情が高ぶってるように見えるから、落ち着いてから話そうか？」 

「怒らせたならごめん。でも冷静に話せるときに、ちゃんと聞かせてほしい」 

ポイント： 

・「今は話し合いにならない」と伝えることで、感情の嵐から一歩引ける 

・落ち着くまで待つ＝逃げではなく“誠実さ” 

 

■テンプレート②：「過去のトラウマ」を共有されたとき 

シーン例：相手が過去の恋愛（DV・浮気・依存など）を語り出したとき 



NG 例：「でも俺はそういうのしないから大丈夫だよ」 

→軽視されていると受け取られやすい 

OK テンプレート： 

「それ、話してくれてありがとう。どんな気持ちでそれを話したのか、ちゃんと受け止め

たい」 

「無理に全部話さなくても大丈夫だからね。話したくなったら、ゆっくりでいいよ」 

ポイント： 

・“聞いてあげる”よりも“信頼されていることに感謝する”姿勢が安心を生む 

・語らせるよりも、沈黙を許す余白が信頼を育てる 

 

■テンプレート③：「どうせ私のことなんか好きじゃないんでしょ？」 

シーン例：相手が不安からくる投げやりな態度をとるとき 

NG 例：「そんなこと言うなよ」「好きに決まってるじゃん」 

→本気が伝わらず、逆に怒られるリスクあり 

OK テンプレート： 

「そう感じさせちゃったとしたら、ごめん。でも俺は、君のことをちゃんと大事に思ってる

よ」 

「好きだってこと、ちゃんと伝え方を考え直すね。そう思わせてしまったなら、申し訳な

い」 

ポイント： 

・「否定」より「気持ちに寄り添う」 

・愛情は“証明”より“確認”の積み重ねが信頼になる 

 

■テンプレート④：「沈黙が怖い」と言われたとき 

シーン例：「無言の時間があると不安になる」と言われたとき 



OK テンプレート： 

「なんか、こうして一緒に静かにいられる時間って、俺はすごく好きだよ」 

「言葉がなくても、安心できるっていうのも、俺にとっては大事なんだよね」 

ポイント： 

・「沈黙＝気まずい」ではなく「沈黙＝安心」へイメージを変える 

・“意味ある無言”を大切にする男性は信頼されやすい 

 

■テンプレート⑤：「察してよ」と言われたとき 

NG 例：「察してって言われてもわかんないよ」→ケンカになる 

OK テンプレート： 

「察するのが得意じゃないから、教えてくれた方が嬉しい。無理に言わなくてもいいけ

どね」 

「気づいてあげられなかったならごめん。でも、これからちゃんと分かりたいって思って

る」 

ポイント： 

・“わからないこと”を認めつつ、向き合う意志を示す 

・言葉で伝える＝信頼の証、とポジティブに捉える空気づくり 

 

■テンプレート⑥：「返信が遅い」と不満を言われたとき 

OK テンプレート： 

「返信遅くなってごめんね。ちょっと疲れてて。でも、ちゃんと気にかけてたよ」 

「気持ちが届いてなかったなら、ごめん。そう思わせちゃったこと、ちゃんと考えるよ」 

ポイント： 

・“返信”ではなく“気持ちの届き方”の問題として扱う 

・仕事や疲労などを正直に伝えることは、信頼の材料になる 

 

■テンプレート⑦：「会いたい」欲に応えられないとき 



OK テンプレート： 

「会いたいって言ってくれるの嬉しいよ。でも、今無理に会うより、元気なときにちゃん

と会いたい」 

「〇日は空いてるかもしれない。それでもいい？」 

ポイント： 

・“会えない理由”よりも、“また会いたい意志”を示すことが大切 

・自己犠牲ではなく、対等な思いやりのバランスを保つ 

 

■テンプレート⑧：「私といて楽しい？」と聞かれたとき 

OK テンプレート： 

「楽しいっていうより、“ほっとする”かな。君といると、頑張らなくていい感じがする」 

「すごく楽しいって笑える時間も好きだけど、なんとなく安心できるこの空気が、俺は好

きだよ」 

ポイント： 

・“ドキドキ”より“安心”を褒めることで、信頼感が深まる 

・過剰な盛り上げより、安定した感情を与える言葉を意識する 

 

■テンプレート⑨：「いつも私ばっかり頑張ってる」と言われたとき 

OK テンプレート： 

「たしかに、助けられてること多いかも。気づけてなかったこと、ちゃんと向き合いた

い」 

「ありがとう。俺にもできること、もっと探していくね」 

ポイント： 

・“否定”ではなく“感謝と行動”で返す 

・対等な関係を保ちたいという姿勢が伝わる言葉選び 

 

■テンプレート⑩：「私、重い？」と聞かれたとき 



OK テンプレート： 

「ううん、むしろちゃんと気持ちを伝えてくれるのは嬉しいよ」 

「重いとかじゃなくて、“まっすぐなんだな”って思う。俺はそういうの、嫌いじゃないよ」 

ポイント： 

・“重い”を否定するのではなく、“価値のある感情”として受け止める 

・「相手の強い感情＝安心に変える器」を持つ男性は、安心を与えられる存在になる 

 

まとめ 

恋愛における会話とは、言葉のキャッチボールではなく「安心を育てるリズム作り」で

す。 

どんなにうまく言えても、どんなに理屈が通っていても、 

相手が「安心できない」と感じてしまえば、それは恋愛として疲れるものになってしまい

ます。 

テンプレートは、あくまで“自分の心を守りながら、誠実に関わるための補助線”。 

大事なのは、無理に相手に合わせすぎず、かといって突き放さず、 

「ふたりで会話を育てていく」という意識です。 

次章では、こうした心地よい関係性をさらにスムーズに進めるために、 

「衝突や誤解を未然に防ぐ“事前共有”テンプレート」をお届けします。 

 

 

第 3章 

不安や衝突を減らす“事前共有”テンプレート 

恋愛のトラブルやすれ違いの多くは、「ちゃんと話しておけばよかったこと」が原因で

す。 

あとになって相手が怒り出す、沈黙が増える、気まずくなる……。 



でも、少しだけ勇気を出して“先に伝えておく”だけで、関係性は驚くほどスムーズにな

ります。 

この章では、「事前に言っておくとお互いが楽になる」会話テンプレートを、 

実際のシーン別に紹介していきます。信頼関係を築くための“予防線”として、ぜひ使

ってみてください。 

 

■テンプレート①：「仕事が忙しい時期」に備えて伝えておく 

使えるセリフ： 

「仕事が立て込んでるとき、連絡が遅くなることがあるかも。でも気持ちは変わらない

し、落ち着いたらちゃんと向き合いたいと思ってるよ」 

ポイント： 

・“放置する人”と思われるのを防げる 

・あらかじめ伝えておくだけで、相手は「待つ心構え」ができる 

 

■テンプレート②：「LINE の返信に波がある」ことを自然に説明 

使えるセリフ： 

「もともと LINE の頻度にムラがあって…。でもちゃんと大事に思ってるから、心配しな

いでね」 

補足： 

・“冷たく感じる人”と誤解されがちなポイントを事前に回避 

・「気持ちはある」というメッセージをセットにするのがコツ 

 

■テンプレート③：「ひとりの時間が必要なタイプ」であることを伝える 

使えるセリフ： 

「ひとりの時間って、自分にとってすごく大事なんだ。だから時々距離を置くように見え

るかもしれないけど、決して君を嫌いになったとかじゃないよ」 



ポイント： 

・“放っておかれてる”と誤解されないよう、理由と感情を伝える 

・個人スペースの必要性は、誠実なパートナーにこそ理解してもらえる 

 

■テンプレート④：「イライラしても怒鳴らないでほしい」など、自分の限界ラ

インを事前共有 

使えるセリフ： 

「大声を出されると、ちょっと冷静でいられなくなるから、そういうときは少し時間を置い

て話せたら嬉しいな」 

ポイント： 

・“怒られるのが苦手”という感覚も、誠実に伝えれば相手の共感を得やすい 

・我慢ではなく「自分を守る自己表現」として捉えることが大切 

 

■テンプレート⑤：「連絡がないと不安」と言われたときの備え 

使えるセリフ： 

「もし不安になることがあったら、遠慮なく言ってくれていいよ。言われたら、ちゃんと考

えるから」 

ポイント： 

・“不安になるのは相手の問題”と切り捨てず、“気にかける姿勢”を見せる 

・あらかじめ「不安に寄り添う許可」を出しておくことで、相手も安心する 

 

■テンプレート⑥：「無理はしてほしくない」という気持ちを共有する 

使えるセリフ： 

「本音でいてほしいし、無理して笑ったり頑張ったりはしなくていいからね。疲れてると

きは正直に言ってくれた方が、俺は嬉しい」 



ポイント： 

・“優しさのつもりの嘘”が後で大きなすれ違いになるのを防ぐ 

・「本音でいてくれて大丈夫だよ」という空気づくりは、信頼関係を深める 

 

■テンプレート⑦：「話し合いができる関係を目指したい」 

使えるセリフ： 

「もし意見が合わなかったりしたときは、ちゃんと話し合える関係がいいな。俺も感情

的にならないように気をつけるし、冷静に伝えてもらえたら助かる」 

ポイント： 

・“衝突＝悪”という認識を払拭 

・「感情的にぶつかる前に話そう」というメッセージをあらかじめ共有しておくと、安心し

て関係を築きやすい 

 

まとめ：先に伝えることで、恋愛はずっと穏やかになる 

恋愛では、後から言い訳をするより、前もって素直に伝えるほうが圧倒的にラクです。 

相手の不安や誤解は、「何も言われていないとき」に膨らんでいきます。 

だからこそ、“予防線”としての一言が、信頼のきっかけになります。 

あなたのように「もう疲れる恋愛はしたくない」と思うなら、 

無理に相手に合わせすぎるのではなく、 

自分のあり方や価値観をあらかじめ「丁寧に」伝えること。 

それは、相手を信頼しているからこそできる行為であり、 

本当の意味での“大人の恋愛”に欠かせないコミュニケーションの一歩です。 

 

 

 

 

 



第 4章 

付き合う前から役立つ！“距離感と誠実さ”を伝える会話術 

恋愛の初期段階で失敗してしまう大きな原因のひとつが、「距離の詰め方」と「誠実さ

の伝え方」のバランスを見誤ることです。 

勢い任せで好意をぶつけすぎると相手は引いてしまう。 

逆に慎重になりすぎると、「脈なしなのかな？」と誤解されてしまう。 

大人の恋愛において重要なのは、「安心感を持って一歩ずつ進める空気をつくるこ

と」。 

この章では、付き合う前の段階で使える“信頼を育てるための会話術”をご紹介しま

す。 

 

■テンプレート①：「ちゃんと知っていきたい」という意志を伝える 

使えるセリフ： 

「すぐにどうこうっていうより、君のことをちゃんと知ってから判断したいって思ってる」 

「どんな人か、ちゃんと見てから進みたいって思ってるんだ」 

ポイント： 

・「下心ではなく、尊重している姿勢」を明確に伝えられる 

・誠実な男性として信頼を得やすくなる 

 

■テンプレート②：「無理して話さなくても大丈夫」という余白の提示 

使えるセリフ： 

「緊張してたら無理に話さなくても大丈夫だよ。沈黙でも平気なタイプだから」 

「なんか言わなきゃって思わせちゃってたらごめん。リラックスしてくれたら嬉しい」 

ポイント： 

・「気まずさを減らす」＋「自分は構えていないよ」と伝える 

・相手に“ラクでいられる関係”だと感じさせる 



 

■テンプレート③：「ガツガツしない好意の示し方」 

使えるセリフ： 

「なんか自然と、もっと一緒にいたいって思えるな」 

「たくさん話したくなる人って、あんまりいないんだよね。君はその数少ない人かも」 

ポイント： 

・過剰に褒めたり押しすぎず、「心地よい好意」をにじませる 

・“自然な感情”をさらっと口にすることで、信頼と興味を両立させる 

 

■テンプレート④：「下心ではないこと」をさりげなく伝える 

使えるセリフ： 

「正直、すごく魅力的な人だなって思う。でも、それだけで近づこうとしてるわけじゃな

いよ」 

「恋愛って勢いじゃなくて、ちゃんと“誰と”っていうところを大事にしたいんだよね」 

ポイント： 

・“見た目だけじゃない”“落としたいわけじゃない”という意志を言語化 

・田中さんの「安心・信頼を土台にした恋愛観」が伝わるセリフに 

 

■テンプレート⑤：「相手のペースを尊重する」ことを明確にする 

使えるセリフ： 

「俺の気持ちばっかり先走っても意味ないと思ってて。君のペースでいいから、無理せ

ず考えてくれたら嬉しい」 

「今すぐ答えを出してほしいわけじゃないから、自然にそう思えたときに教えてくれた

ら」 

ポイント： 

・プレッシャーを与えないことで、安心感が生まれる 

・“尊重されている”という感覚が、信頼関係を育てる 



 

■テンプレート⑥：「駆け引きしない恋愛がしたい」という思いを共有 

使えるセリフ： 

「駆け引きって、苦手なんだよね。素直な人と、ちゃんと向き合っていきたいと思って

る」 

「無理に飾ったりしないで、自然体でいられる関係が理想なんだ」 

ポイント： 

・「誠実さ」が伝わるだけでなく、相手の中にも“素直でいていいんだ”という安心感を

生む 

・恋愛経験に傷がある女性にも、響きやすい言葉 

 

まとめ：安心を土台に「少しずつ近づく」恋愛を 

付き合う前こそ、「どう見られるか」や「タイミング」に迷うことも多いはずです。 

でも、恋愛はスピードではなく、信頼の積み重ねでしか進みません。 

あなたが目指す“疲れない恋愛”に必要なのは、 

距離の詰め方よりも、「相手を焦らせない言葉選び」。 

そして、自分自身の誠実さを隠さずに伝える勇気です。 

この章でご紹介したような会話を交わせる関係性なら、 

恋のスタートも、その後の展開も、驚くほど穏やかでやさしいものになります。 

次章では、恋愛が深まっても「共依存」にならないための会話術をご紹介します。 

愛することと、支えすぎてしまうことは違います——その違いを、言葉で守っていくため

の章です。 

 

 

 

 

 



第 5章 

「共依存にならない会話」のコツと実例 

恋愛において、相手を思いやる気持ちはとても大切です。 

しかしその思いやりが、「自分の感情よりも相手を優先しすぎること」へと傾いたとき、 

そこには“支配と依存”の関係が生まれ始めます。 

それが、いわゆる「共依存」。 

「嫌なことがあっても言えない」 

「相手の機嫌が悪いと、自分まで落ち込む」 

「傷つけたくないから、本音が言えなくなる」 

そんな関係は、いずれお互いの心をすり減らします。 

でも逆に、共依存にならない関係は、“対等な安心感”が言葉で育つものです。 

ここでは、そのための会話例と考え方をご紹介します。 

 

■テンプレート①：「できること」と「できないこと」を言葉にする 

使えるセリフ： 

「できるだけ気持ちには寄り添いたい。でも、全部を受け止めきれるわけじゃないと思

ってる」 

「話を聞くことはできるけど、解決までは一緒に背負えないこともあるんだ。だから、必

要なときは専門家とかにも頼っていいと思う」 

ポイント： 

・無力感ではなく“現実的な限界”を伝える 

・「できない」と伝えることは、相手を突き放すことではなく“対等な境界線”の設定にな

る 

 

■テンプレート②：「私のせいでしょ？」という言葉に飲み込まれない 



使えるセリフ： 

「たしかに俺にも至らないところはあった。でも、全部を“君のせい・俺のせい”で片付

けたくない。どうすれば良くできるかを一緒に考えたい」 

ポイント： 

・“責任の押し付け合い”ではなく“関係の改善”に意識を向ける 

・罪悪感でつながる関係は長続きしない 

 

■テンプレート③：「あなたがいないとダメ」という発言にどう対応するか 

NG 対応：「俺がいないとダメなんだな、守らなきゃ」→共依存化 

OK テンプレート： 

「そう言ってくれるのは嬉しいけど、依存じゃなくて支え合える関係になれたら理想だ

よね」 

「俺は君に“自分の足で立てる人”でいてほしいと思ってる。その上で、頼ってくれるな

ら、全力で応えたい」 

ポイント： 

・相手の“依存欲”を優しさに変えて、自己肯定感を育てる会話へ導く 

・支える＝依存を許す、ではないという価値観を共有すること 

 

■テンプレート④：「私ばっかり我慢してる」に対する返し方 

使えるセリフ： 

「そう感じさせてたとしたら、申し訳ない。でも、“どちらかが我慢する関係”にはしたく

ない。もっと話し合っていこう」 

「我慢しすぎるのは、どっちにとっても良くないと思うんだ。だから、お互い遠慮せずに

気持ちを出せる関係にしていけたら嬉しい」 

ポイント： 

・相手の“犠牲の精神”を肯定しすぎない 

・「バランスを取り直す」提案が、信頼関係を深める一歩になる 

 



■テンプレート⑤：「感情的になった相手」に巻き込まれない言い方 

使えるセリフ： 

「その気持ちをぶつけてくれるのはありがたい。でも、感情的になりすぎてしまうと、お

互い冷静になれないと思う。少し時間をおこうか」 

ポイント： 

・“自分も一緒に感情的になる”のではなく、“一線を引いて冷静でい続ける”姿勢が重

要 

・「自分の心を守る」言葉は、長期的に相手も安心させる 

 

まとめ：優しさと境界線は両立できる 

あなたのように、過去に「感情的に不安定な相手」に心をすり減らしてしまった経験が

ある方にとって、 

“相手のために尽くすこと”と“自分の心を守ること”のバランスはとても重要です。 

共依存にならない関係とは、**「お互いが自立したうえで支え合う関係」**です。 

そのためには、誠実な言葉と、境界線を引く勇気が欠かせません。 

そして何より、そうした会話を恐れずにできる相手とこそ、 

本当に安心できる恋愛が始まるのです。 

次章では、本書の締めくくりとして、あなたのような男性が次の恋愛で「心から穏やか

に過ごせる」ための言葉をお届けします。 

 

 

おわりに 

ここまでお読みいただき、本当にありがとうございます。 

きっとあなたは今、ただ誰かと付き合いたいわけではなく、 

「安心して、自分らしくいられる恋愛がしたい」と感じているのだと思います。 



過去に、相手に振り回されたり、自分を抑えてばかりだった経験があるからこそ、 

次は「疲れない恋愛」「信頼できる関係」を求めている——その気持ち、とてもよくわか

ります。 

このテンプレート集は、そんなあなたのために作りました。 

“うまくやるための会話術”ではなく、 

“安心して関われる関係”を育てるための言葉たちを、丁寧に選びました。 

恋愛において、会話とはただのやり取りではなく、 

ふたりの「信頼残高」を日々積み上げていくようなものです。 

誠実な気持ちを、誠実な言葉で伝えること。 

無理をせず、自分の限界をちゃんと伝えること。 

感情に飲まれず、冷静に向き合う姿勢を持ち続けること。 

それができる人は、必ず相手から信頼されます。 

そして、あなた自身も“心が守られた状態”で恋愛を進めていくことができます。 

誰かに「尽くしすぎて」疲れたり、 

「好かれるために無理をして」消耗してしまうような恋愛は、もう終わりにしましょう。 

これからのあなたには、 

・一緒にいても緊張しない人 

・本音で話しても否定されない人 

・気を遣わなくても大丈夫な人 

と出会ってほしい。 

そしてその関係を、あなたの丁寧な言葉と行動で育てていってほしいと思います。 

恋愛は、特別なテクニックが必要なものではありません。 

ただ、“安心して話せる関係”を築いていく積み重ねこそが、 

誰かと生きていくうえでいちばん大切なことなのだと、私は信じています。 

どうかあなたが、もう疲れない恋愛の先に、 

穏やかで温かい未来を見つけられますように。 

 


